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紹

介
茅
島
篤
編
著
『
日
本
語
表
記
の
新
地
平
―
漢
字
の
未
来
・
ロ
ー
マ
字
の
可

能
性
―
』

久

田

行

雄

本
書
は
明
治
以
後
か
ら
現
代
を
中
心
に
、
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
表
記

に
焦
点
を
当
て
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
は
な
く

ロ
ー
マ
字
文
に
つ
い
て
、
そ
の
可
能
性
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、
国
際
語
と
し
て
の
日
本

語
、
つ
ま
り
ソ
ト
か
ら
見
た
日
本
語
の
表
記
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
、
そ

の
表
記
法
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
こ
と
を
促
す
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

【
第
1
部

日
本
語
表
記
の
可
能
性
】
江
戸
時
代

東
西
比
較
文
化
の
論

杉
本
つ
と
む
／
漢
字
文
化
圏
か
ら
漢
語
文
化
圏
へ

宮
島
達
夫
／
平
成

年
22

告
示

常
用
漢
字
表
考
―
字
種
「
俺
」
を
通
し
て
見
た
問
題
点
―

岩
淵
匡

／
ロ
ー
マ
字
日
本
語
の
可
能
性

竹
端
瞭
一

【
第
2
部

国
語
教
育
と
ロ
ー
マ
字
】
義
務
教
育
へ
の
国
語
ロ
ー
マ
字
教
育

の
導
入
―
回
顧
と
展
望
―

茅
島
篤
／
ロ
ー
マ
字
実
験
学
級
―
占
領
軍
の
目

に
映
っ
た
日
本
の
言
語
改
革
―

高
取
由
紀
／
漢
字
と
ロ
ー
マ
字

清
水
正

之
／
分
か
ち
書
き
「
い
ま
」
と
「
む
か
し
」
―
田
中
館
愛
橘
、
田
丸
卓
郎
、

寺
田
寅
彦
を
読
む
―

岩
瀬
順
一

【
第
3
部

日
本
語
改
革
の
ゆ
く
え
】
上
田
万
年
と
明
治
の
文
字
政
策

清

水
康
行
／
田
中
館
愛
橘
と
ロ
ー
マ
字

松
浦
明
／
第
二
次
大
戦
下
の
ロ
ー
マ

字
運
動
と
石
森
延
男
の
戦
時
下
の
作
品

前
田
均
／
占
領
下
の
国
語
改
革
を

め
ぐ
る
言
説
―
国
字
改
革
に
関
す
る
誤
解
を
中
心
に
―

茅
島
篤
／
そ
れ
で

も
漢
字
は
な
く
な
る

野
村
雅
昭

本
書
の
編
者
で
あ
る
茅
島
篤
氏
は
、
ロ
ー
マ
字
教
育
の
歴
史
的
経
緯
を
丁

寧
に
た
ど
り
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
表
記
に
関
す
る
問
題
点
を

指
摘
し
、
そ
の
問
題
点
か
ら
日
本
語
が
国
際
語
と
な
る
た
め
の
第
二
表
記
と

し
て
の
活
用
な
ど
、
今
後
の
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
字
表
記
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
べ
き
か
を
説
い
て
い
る
。

第
1
部
で
は
、
漢
字
・
漢
語
と
い
う
文
化
圏
（
宮
島
論
文
）、
常
用
漢
字

表
の
あ
り
方
（
岩
淵
論
文
）
と
い
う
視
点
か
ら
日
本
語
の
表
記
を
捉
え
直
し

て
お
り
、
第
2
部
で
は
、
戦
後
日
本
で
行
わ
れ
た
ロ
ー
マ
字
教
育
の
実
態
を

詳
し
く
た
ど
り
（
茅
島
論
文
、
高
取
論
文
）、
ま
た
、
実
際
的
な
ロ
ー
マ
字

文
を
書
く
た
め
の
問
題
点
が
考
察
さ
れ
て
い
る
（
岩
瀬
論
文
）。
第
3
部
で

は
、
国
語
改
革
と
し
て
行
わ
れ
た
政
策
か
ら
ロ
ー
マ
字
表
記
を
捉
え
直
し

（
清
水
康
行
論
文
、
茅
島
論
文
）、
日
本
語
表
記
に
お
い
て
ロ
ー
マ
字
が
ど
の

よ
う
に
生
か
さ
れ
る
べ
き
か
を
考
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
字
運
動
に

深
く
関
わ
っ
て
い
た
田
中
館
愛
橘
や
児
童
文
学
者
で
あ
る
石
森
延
男
に
着
目

し
、
ロ
ー
マ
字
運
動
の
意
義
を
改
め
て
説
い
て
い
る
（
松
浦
論
文
、
前
田
論

文
）。ロ

ー
マ
字
と
日
本
人
と
の
歴
史
を
伝
え
、
国
語
国
字
問
題
を
意
識
さ
せ
る

な
ど
、
改
め
て
日
本
語
の
表
記
問
題
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

（
く
ろ
し
お
出
版
、
二
〇
一
二
年
一
一
月
、
三
一
〇
頁
、
三
，
八
〇
〇
円
）

（
ひ
さ
だ
・
ゆ
き
お

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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